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　「地域の自主性及び自立性を高めるための改革の推
進を図るための関係法律の整備に関する法律」（第２
次一括法）の成立に伴い、平成２５年４月１日より墓
地等経営許可権限について県から八重瀬町に移譲がな
されました。

　これまで、沖縄県が行っていた、墓地など（墓地、
納骨堂、火葬場）の許可や変更等に関する事務につい
て、これからは町が行います。

※お墓を無断に設置することは法律
違反になりますので、役場へご相
談の上、次の事項を守り申請を行
い、許可が出てから設置しましょう。

　なお、各事務については、八重
瀬町墓地等の経営の許可等に関す
る条例（平成２５年４月１日施行）
で規定される予定です。
　詳細は、条例制定後、町のホーム
ページなどでお知らせします。
お問い合わせ
　住民環境課（東風平庁舎）☎998－ 8203

平成25年4月1日より

違法墓地は

ダメ!!

●墓地、納骨堂又は火葬場の経営の許可
●墓地の区域又は納骨堂若しくは火葬場の施設の変

更及び墓地、納骨堂又は課火葬場の廃止の許可
●立入検査及び報告の要求
●施設の整備改善、使用制限若しくは禁止命令又は

許可の取り消し

す
み
ま
せ
ん
…

ち
ゃ
ん
と
手
続
き

し
ま
す
。

墓
地
の
手
続
き
は
、

許
可
が
必
要
で
す
！

　平素より研修・合宿等でご利用されている「具志頭セミ
ナーハウス」について、平成２５年度は具志頭幼稚園仮設
園舎として使用することになりました。
つきましては、平成２５年度の「具志頭セミナーハウス」
の施設貸し出しは出来ませんのでお知らせいたします。
　ご利用者の皆様には、大変ご迷惑をおかけいたしますが
ご理解の程宜しくお願いします。

八重瀬町教育委員会　学校教育課
☎９９８－７５７１

具志頭セミナーハウスのご利用について ふれあい農園利用者募集

墓地等を設置するには・・・　町長の許可が必要です !

　農業者以外の方にも、

野菜や花等の栽培するこ

とで、農業へ興味を持た

せることを目的とし、１

人当たり約１５坪の農地

を区切って貸し出しをし

ています。
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八
重
瀬
町
の

 

ご
み
袋
の

 

デ
ザ
イ
ン
が
変
わ
り
ま
し
た
！

お問い合わせ　住民環境課（東風平庁舎）　☎９９８－８２０３

　本県には猛毒を有するハブが生息し、年間１００人前後のハ
ブ咬症患者が発生しています。ハブ咬症被害は注意によって未
然に防ぐことができます。田畑や山野、草地などへの出入りや、
夜間に歩行する際は十分に気をつけましょう。

　本県の海には、猛毒を持つハブ
クラゲが生息し、一年のうち６月
はじめごろから人体への影響を及
ぼす大きさに急激に成長します。
この時期は、海水浴、マリンレ
ジャー等で海への出入りが多く、
刺症被害も多く発生しています。

ハブを発見した場合は・・・
・警察に通報し、対処してもらいま

しょう。
・逃がしてしまった場合は、役場か

らハブ捕獲器を借りて設置しま
しょう。

ハブにご用心!!

１大声で助けを呼び、病院へ行きましょう。
　走ると毒の回りが早くなるので、車で病院に運ん
でもらうか、ゆっくり歩いて行くようにしましょう。

２傷口から血と一緒に毒を吸い出します。
　毒は飲み込んでも胃の中で消化分解されるので害
はありません。

３病院まで時間がかかる場合は、指が一本通る程度
に緩く縛ります。

　咬まれた部位より心臓に近い部分をひもやベルト
などで縛ります。強く縛りすぎると逆効果になる
ので15分に１回は緩めます。

も
し
、
咬
ま
れ
た
ら
・
・
・

①
海
水
浴
を
す
る

場
合
は
、
ハ
ブ

ク
ラ
ゲ
防
止

ネ
ッ
ト
の
内
側

で
泳
ぎ
ま
し
ょ

う
。

②
遊
泳
時
に
は
で
き
る
だ
け
肌
の
露
出
を
避
け
ま

し
ょ
う
。

③
海
に
出
か
け
る
際
に
は
、
酢
（
食
酢
）
を
持
参

し
ま
し
ょ
う
。

①
ま
ず
海
か
ら
上
が
り
、
激
し
い

動
き
を
し
な
い
で
、
近
く
に
い

る
人
に
助
け
を
求
め
ま
し
ょ
う
。

②
指
さ
れ
た
部
分
は
こ
す
ら
ず
に
、

酢
（
食
酢
）
を
た
っ
ぷ
り
か
け

て
触
手
を
取
り
除
い
た
後
、
氷

や
冷
水
で
冷
や
し
ま
し
ょ
う
。

③
応
急
処
置
を
し
、
医
療
機
関
で

治
療
を
受
け
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

未然に防ぐには・・・

刺された場合は・・・

ハ
ブ
ク
ラ
ゲ
発
生
注
意
報
発
令　

７
月
1
日
〜
９
月
30
日

※
全
種
類
の
ご
み
袋
の
デ
ザ
イ
ン

が
変
わ
り
ま
す
。

※
今
ま
で
使
っ
て
い
た
町
指
定
の

ご
み
袋
で
も
回
収
は
行
い
ま
す
。

　
　

よ
ろ
し
く
ね
ー
！
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４
月
28
日
、
春
の
褒
章
受
章
者
が
発
表
さ
れ
、
本
町
か
ら
仲
間

喜
福
さ
ん
（
字
後
原
）
が
公
共
の
利
益
に
貢
献
し
た
人
に
贈
ら
れ

る
藍
綬
褒
章
を
受
け
ま
し
た
。

　

４
月
29
日
に
は
、
国
家
ま
た
は
公
共
に
対
し
功
労
の
あ
る
方
、

社
会
の
各
分
野
に
お
い
て
優
れ
た
行
い
の
あ
る
方
に
贈
ら
れ
る
栄

典
、
春
の
叙
勲
も
発
表
さ
れ
、
本
町
か
ら
知
念
則
夫
さ
ん
（
字
富

盛
）
が
受
章
し
ま
し
た
。

藍
綬
褒
章
（
矯
正
教
育
功
績
）

　
仲
間
　
喜
福
さ
ん

　（
89
歳
・
字
後
原
）

　
教
誨
師

旭
日
双
光
章（
地
方
自
治
功
労
）

　
野
原
　
則
夫
さ
ん

　（
71
歳
・
字
富
盛
）

　
元
八
重
瀬
町
議
会
議
員

　キリスト教の伝道師として約 60 年、布
教活動に努め、キリスト教の教えで奉仕活
動を行ったことが、社会貢献として認めら
れました。現在も教誨師として刑務所へ通
い、受刑者へ神の教えを説き、罪を悔い改
めさせる活動をし、更生に尽力しています。
褒章について「今があるのは、母ちゃんの
おかげです」と話し、妻シゲさんへの感謝
の気持ちを表しました。

　昭和 49 年から平成 18 年までの８期 32
年の間、東風平町（村）議会及び八重瀬
町議会議員として、各常任委員会委員長、
副議長を歴任し、円滑な議会運営に尽く
し、地域の発展に寄与されました。受章
について「生活者の目線に立って活動し
てきたことが評価され、うれしいです。
これまで、支えてくれた皆さんのおかげ
であり、感謝します」と話していました。

　

４
月
１
日
付
け
で
沖
縄
県
教
育
委
員
会
教
育
長
に

就
任
し
た
諸
見
里
明
さ
ん
の
就
任
激
励
会
が
４
月
19

日
、
具
志
頭
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
、

町
の
関
係
者
な
ど
多
く
の
人
が
就
任
を
祝
い
激
励
し

ま
し
た
。
諸
見
里
さ
ん
は
「
県
教
育
長
と
い
う
大
役

に
、
大
変
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。
教
育
と
は
、

人
、
夢
、
未
来
を
つ
く
る
こ
と
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

誠
心
誠
意
、
沖
縄
県
の
教
育
の
た
め
に
尽
力
し
て
い

き
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

慶
座
地
区
・
安
里
三
地
区
（
安
里
・
安
里
第
２
・

安
里
第
３
地
区
）
の
農
地
の
土
地
改
良
事
業
に
取

り
組
ん
で
い
た
具
志
頭
村
土
地
改
良
区
（
金
城
秀

雄
理
事
長
）
は
こ
の
ほ
ど
、
工
事
予
定
の
４
地
区

の
農
地
（
約
97
ｈ
ａ
）
の
整
備
を
完
了
し
ま
し
た
。

５
月
10
日
、
慶
座
地
区
事
業
完
了
記
念
碑
除
幕
式

と
土
地
改
良
事
業
施
工
終
了
祝
い
が
催
さ
れ
ま
し

た
。
慶
座
地
区
の
記
念
碑
に
は
、
ピ
ー
マ
ン
農
家

の
大
田
洋
さ
ん
（
字
仲
座
）
の
琉
歌
が
刻
ま
れ
て

お
り
、
農
作
業
が
で
き
る
こ
と
へ
の
感
謝
や
、
か

ん
が
い
施
設
を
利
用
し
た
水
で
、
農
作
物
が
豊
か

に
実
る
こ
と
へ
の
喜
び
が
詠
わ
れ
て
い
ま
す
。
平

成
９
年
の
具
志
頭
村
の
と
き
か
ら
16 

年
間
か
け
て

実
施
さ
れ
た
県
営
畑
地
帯
総
合
整
備
事
業
（
事
業

名
）
で
は
、
標
高
が
高
く
傾
斜
地
が
点
在
し
、
水

源
に
乏
し
い
地
域
だ
っ
た
４
地
区
が
、
ほ
場
や
農

地
な
ど
の
区
画
整
理
、
国
営
地
下
ダ
ム
を
活
用
し

た
引
き
水
施
設
の
整
備
に
よ
り
、
優
良
農
地
へ
と

生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。

４
月
25
日
、
八
重
瀬
町
の
景
観
行
政
団
体
移
行
に
つ
い
て

協
議
が
整
っ
た
と
し
て
県
土
木
建
築
部
の
當
銘
健
一
郎
部

長
よ
り
協
議
書
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
八
重
瀬
町
は
平
成
25
年
６
月
１
日
よ
り
、

県
内
市
町
村
で
25
番
目
の
景
観
行
政
団
体
と
な
り
、
景
観
法

に
規
定
さ
れ
た
景
観
行
政
に
つ
い
て
、
町
が
主
体
的
に
取
り

組
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
今
後
は
、
八
重
瀬
町
の
景
観
計
画

概
要
版
を
各
世
帯
へ
配
布
し
、
町
景
観
計
画
の
周
知
を
図
る

と
と
も
に
、
景
観
計
画
の
告
示
、
景
観
条
例
制
定
に
向
け
て

推
進
し
て
い
き
ま
す
。
住
民
、
事
業
者
の
皆
様
、
誇
り
あ
る

八
重
瀬
町
の
景
観
を
良
い
形
で
次
世
代
に
受
け
継
ぐ
た
め

に
、
ご
協
力
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

6
月
23
日
が
公
休
日
で
あ
る
こ
と
は
、
多
く
の
人

が
知
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
沖
縄
県
だ
け
の
公
休

日
で
あ
る
こ
と
や
そ
の
理
由
に
つ
い
て
知
っ
て
い
る

子
ど
も
は
ど
れ
だ
け
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
さ
ら
に
、

戦
争
体
験
者
の
高
齢
化
に
よ
り
、
沖
縄
戦
を
語
り
継

ぐ
こ
と
が
困
難
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

40
年
余
り
教
師
と
し
て
活
躍
し
、
旧
東
風
平
町
の

教
育
相
談
員
を
務
め
た
新
垣
ト
ミ
子
さ
ん
（
字
東
風

平
）
が
今
年
、
家
の
中
を
整
理
し
て
い
る
と
、
自
身

が
平
成
6
年
に
東
風
平
小
学
校
の
6
年
生
へ
行
っ
た

「
平
和
学
習
」
の
資
料
を
見
つ
け
ま
し
た
。

新
垣
さ
ん
は
、
当
時
の
資
料
を
読
み
返
し
「
私
が

平
和
学
習
を
行
っ
た
と
き
の
子
ど
も
た
ち
も
大
人
に

な
り
、
家
庭
を
築
い
て
い
る
人
も
多
い
で
し
ょ
う
。

沖
縄
戦
か
ら
慰
霊
の
日
の
意
義
を
理
解
し
、
後
世
に

正
し
く
伝
え
、
そ
し
て
平
和
を
愛

し
て
ほ
し
い
で
す
」
と
呼
び
か
け

ま
し
た
。

戦
後
68
年
目
、
皆
さ
ん
も
今
一

度
、
沖
縄
戦
の
悲
惨
さ
と
平
和
の

尊
さ
に
つ
い
て
考
え
ま
し
ょ
う
。

●�

戦
争
は
、
バ
カ
だ
。
た
だ
、
自

分
た
ち
が
ほ
し
い
も
の
を
戦
争

で
う
ば
い
あ
っ
た
り
し
て
死
人

を
ふ
や
す
。
戦
争
は
、
バ
カ
だ
。

●�

ト
ミ
子
先
生
と
約
束
を
し
ま
し

た
。「
命
を
大
切
に
す
る
、
戦
争

を
し
な
い
、
み
ん
な
と
仲
良
く

す
る
、
戦
争
に
参
加
し
な
い
、

平
和
な
国
に
す
る
」

成人式実行委員
　平成26年１月に開催予定の成人式をスムーズに運営するために実
行委員（新成人）の皆様のご協力が必要となります。
　成人式に向けて実行委員の皆様を中心に日程や運営の方法を決めて
いきますので、対象となる新成人の皆様から実行委員を募集いたします。

※�具志頭中卒・東風平中卒から、それぞれ男女併せ
て５名程度の応募をお待ちしております。
☆�実行委員を出来る方は平成２５年７月３１日（水）
までに連絡してください。

諸見里明県教育長を激励

農地整備事業が施行終了

景観行政団体へ

慰霊の日を迎える前に

沖
縄
県
教
育
委
員
会
教
育
長

諸
見
里
明
氏
（
字
港
川
・
57
歳
）

【
略
歴
】

昭
和
61
年
、
沖
縄
水
産
高
等
学
校
の
教
諭
と
し
て

ス
タ
ー
ト
。
平
成
18
年
、
名
護
商
業
高
等
学
校
の

校
長
に
就
任
。
平
成
23
年
、
沖
縄
県
教
育
庁
の
教

育
指
導
統
括
監
、
平
成
24
年
、
教
育
セ
ン
タ
ー
所

長
な
ど
を
歴
任
し
、
現
在
に
至
る
。

平成
26
年

連絡先　
八重瀬町教育委員会　生涯学習文化課
（八重瀬町中央公民館内）
☎０９８－９９８－８３８３

募 集

平
和
学
習
感
想
文
【
抜
粋
】

東
風
平
小
学
校
６
年
（
平
成
６
年
当
時
）

平
成
6
年
当
時
、
新
垣
さ

ん
に
よ
る
平
和
学
習
の

様
子

協議の回答を受け取った際の写真
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ワクチンが

法定接種
となりました

ワクチンが

法定接種
となりました

ワクチンが

法定接種
となりました

Ⅰ　対象ワクチンと対象者

○子宮頸がん予防ワクチン
　子宮頸がん予防ワクチンは、HPV16 型・18 型の 2 つの型に対して感染予防効果を持つワクチン（サーバリッ
クス）と、16 型・18 型に加え尖圭コンジローマの原因となる 6 型・11 型の 4 つの型に対して感染予防効果を持
つワクチン（ガーダシル）の 2 種類あります。

ワクチン名 対象年齢 標準的な接種時期 接種スケジュール 備　　考

サーバリックス
小学校６年生～
高校１年生相当
の女子

中学校1年生の
１年間

・初回２回（１ヶ月の期間をおいて）
・追加１回（初回１回目の接種から
６ヶ月後）

３回とも同一のワクチンを
接種します。

※ワクチンの種類について
は医療機関で相談して下
さい。

ガーダシル
・初回２回（２ヶ月の期間をおいて）
・追加１回（初回１回目の接種から
６ヶ月後）

※標準的な接種年齢の中学１年生（平成 12 年 4 月 2 日～平成 13 年 4 月 1 日生まれ）の方には 4 月中に予診票を送付してあります。

○ヒブワクチン
ワクチン名 対象年齢 接 種 開 始 年 齢 接　種　回　数

ヒブワクチン
生後2ヶ月～
生後 60 ヶ月に
至るまで

生後2ヶ月～
生後7ヶ月に至るまで

初回３回（27日～ 56日までの間隔をおいて）
追加１回（初回３回目終了後、7ヶ月～ 13ヶ月まで
の間隔をおいて）

生後7ヶ月～
生後12ヶ月に至るまで

初回２回（27日～ 56日までの間隔をおいて）
追加１回（初回２回目終了後、7ヶ月～ 13ヶ月まで
の間隔をおいて）

生後12ヶ月～
生後60ヶ月に至るまで １回

○小児用肺炎球菌
ワクチン名 対象年齢 接 種 開 始 年 齢 接　種　回　数

小児用肺炎球菌
ワクチン

生後2ヶ月～
生後 60 ヶ月に
至るまで

生後2ヶ月～
生後7ヶ月に至るまで

初回３回（27日以上の間隔をおいて）　※１
追加１回（初回３回目終了後、60日以上の間隔をお
いて、生後12ヶ月～ 15ヶ月に至るまで）

生後7ヶ月～
生後12ヶ月に至るまで

初回１回（27日以上の間隔をおいて）　※２
追加１回（初回２回目終了後、60日以上の間隔をお
いて、生後12ヶ月～ 15ヶ月に至るまで）

生後12ヶ月～
生後24ヶ月に至るまで ２回（60日以上の間隔をおいて）

生後24ヶ月～
生後60ヶ月に至るまで １回

※１　初回 2 回目及び 3 回目の接種は、生後 12 ヶ月に至るまでに行うものとし、それを超えた場合は行わないこと。
　　　（追加接種は実施可能）
※２　初回 2 回目の接種は、生後 12 ヶ月に至るまでに行うものとし、それを超えた場合は行わないこと。（追加接種は実施可能）

子宮頸がん
ヒ　　　ブ
小児用肺炎球菌

お問い
合わせ

保健センター
☎９９８－１１４９

　八重瀬町では、子宮頸がん予
防ワクチン、ヒブワクチン、小
児用肺炎球菌ワクチンの予防接
種事業をこれまで国の「ワクチ
ン接種緊急促進事業」に基づき
公費助成を行っておりました。
　このたび、予防接種法が改正
され、平成２５年４月１日から
定期予防接種に位置付けられま
した。

禁煙週間：平成25年５月31日（金）～６月６日（木）

健診の受診券が届いていない？？
保険証の下部が 受診券 です。

Ｑ 「住民健診の受診券が届いていない！」

Ａ  国民健康保険に加入の方へ
　　保険証と受診券が一つになっています。
　　保険証の下部（印字）が受診券です。

健診は、保険証のみで受けることができます。

　緑の封書に入っている保険証を
　今一度ご確認よろしくお願い致します。

国民健康保険の方は
（４０歳以下の方も）

保険証のみで受診することができます。

※国保以外の方へ
　
健診には保険証と受診券が必要です。
受診券がない場合は、加入保険者へ
お問い合わせください。

健
診
の
案
内
文
書(

ピ
ン
ク)

も
同
封
さ
れ

て
い
ま
す
。

日
程
や
料
金
等
詳
細
が
載
っ
て
い
ま
す
。

女性特有のがん検診推進事業

乳がん・子宮頸がん
無料クーポン券

平成 21 年度から期間限定で、女性特有のがん検
診推進事業が始りました。
☆対象者には、5 月末に送付。
☆対象者の方で、すでに婦人検診を受けた方は保

健センターまで連絡下さい。
　※平成24年4月2日から平成25年4月1日までの間に迎えた年齢です。

検診対象者年齢 年齢 子宮頸がん 視触診＋マンモグラフィ (2方向）
平成 4 年4月2日～平成 5 年4月1日　生 20 無　　料 －
昭和62年4月2日～昭和63年4月1日　生 25 無　　料 －
昭和57年4月2日～昭和58年4月1日　生 30 無　　料 －
昭和52年4月2日～昭和53年4月1日　生 35 無　　料 －
昭和47年4月2日～昭和48年4月1日　生 40 無　　料 無　　料
昭和42年4月2日～昭和43年4月1日　生 45 － 無　　料
昭和37年4月2日～昭和38年4月1日　生 50 － 無　　料
昭和32年4月2日～昭和33年4月1日　生 55 － 無　　料
昭和27年4月2日～昭和28年4月1日　生 60 － 無　　料

住民健診を受ける方へ　八重瀬町保健センター　☎998-1149

たばこによる健康影響を正しく理解しよう


